山の 神の 秋の 祭りの 晚 でした。 

りよ-つじ 

亮ー 一は あたらしい 水色の しごき をし めて、 それに 十 

五 銭 もらって、 ぉ旅屋 にで かけました。 「空気 獣」 とい 

う 見世物が 大 繁盛でした。 

それ は、 髪 を 長く して、 だぶだぶ のず ぼん を はいた 

あばたな 男が、 小屋の 幕の 前に 立って、 「さあ、 みんな、 

入れ 入れ」 と 大威張りで どなって いるので した。 亮ニ 

が 思わず 看板 の 近く ま で 行き まし たら、 いきなり その 

男が、 

「おい、 あんこ、 早ぐ 入れ。 銭 は 戻りで いいから」 と 

亮 二に 叫びました。 亮ニは 思わず、 つつと 木戸 口 を 



あした 又 会う ぜ」 そして 片 脚で、 ぴょんぴょん 跳ねて、 

人 ごみの 中にはい つてし まいました。 

亮ー 一 も 急いで そこ を はなれました。 その 辺 一 ぱいに 

ならんだ 屋台の 青い 苹果ゃ 葡萄が、 アセチレンの あか 

りで きらきら 光 つ ていました。 

亮ー 一は、 アセチレンの 火 は 青くて きれいだ けれども 

どうも 大蛇の ような 悪い 臭が ある、 などと 思いながら、 

そこ を 通り抜けました。 

かぐら でん ちょうちん 

向う の 神楽 殿に は、 ぼんやり 五つば かりの 提灯が 

ついて、 これからお かぐらが はじまる ところら しく、 

しょういち 

て びら がね だけ しずかに 鳴って おりました。 (昌ー も 



あの かぐらに 出る) と 亮ニは 思いながら、 しばらく ぼ 

ん やり そこに 立 つ ていました。 

そしたら 向う の ひのきの 陰の 暗い 掛 茶屋の 方で、 な 

にか 大きな 声が して、 みんなが そっちへ 走って 行き ま 

した。 亮ニも 急いで かけて 行って、 みんなの 横からの 

ぞき 込みました。 すると さっきの 大きな 男が、 髪 を も 

じ や もじ やして、 しきりに 村の 若い者に いじめられて 

いるので した。 額から 汗 を 流して なんべんも 頭 を 下げ 

ていました。 

何 か 言おうと する のでした が、 どうも ひどく どもつ 

ことば 

てし まって 語が 出ない ようすでした。 



てかてか 髪 を わけた 村の 若者が、 みんなが 見て いる 

ので、 いよいよ 勢いよ くどな つてい ました。 

「貴様※ 〔# 小 書き 平仮名ん、 73-12〕 みたい な、 よそ か 

ら来 たものに 馬鹿にされて 堪 つか。 早く 銭 を 払え、 銭 

を。 ない のか、 この 野郎。 ないなら 何して 物 食った。 

こら」 

男 は ひどく あわてて、 どもりながら や つ と 言い まし 

た。 

たきぎ ぱ 

「た、 た、 た、 薪 百 把持って 来て やる がら」 

掛 茶屋の 主人 は、 耳が 少し 悪い とみえて、 それ をよ 

く 聞きと りかね て、 かえって 大声で 言いました。 



きふき 言いました。 一 緒に 涙 も ふいた ようでした。 

「ぶん 摸れ、 ぶん 撲れ」 誰かが 叫びました。 

亮ー 一はす つかり わかりました。 

(はは あ、 あんまり 腹が すいて、 それに さっき 空気 獣 

で 十 銭 払った ので、 あともう 銭の な いのも 忘れて、 団 

子 を 食って しまったの だな。 泣いて いる。 悪い 人で な 

い。 かえって 正直な 人なん だ。 よし、 僕が 助けて やろ 

う) 

亮ニ はこつ そりが ま 口から、 ただ 一枚 残った 白銅 を 

出して、 それ を 堅く 握って、 知らない ふり をして みん 

なを 押し わけて、 その 男の そばまで 行きました。 男 は 



「山男 だ、 山男 だ」 みんな は 叫んで、 がやがや あと を 

追おうと しました が、 もう どこへ 行った か、 影 も かた 

ち も 見えませんでした。 

風が ごうごう つ と 吹き出し、 ま つ くろな ひのきが ゆ 

れ、 掛 茶屋の すだれ は 飛び、 あちこちの あかり は 消え 

ました。 

かぐらの 笛が そのと き はじまりました。 けれども 亮 

」 こ ，；> ま 

二 はもう そっちへ は 行かないで、 ひとり 田圃の 中の ほ 

みち じい 

の 白い 路を、 急いで 家の 方へ 帰りました。 早くお 爺 さ 

んに 山男の 話 を 聞かせたかった のです。 ぼんやりした 

すばるの 星が もうよ ほど 高く のぼ つ ていました。 
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